
(全宇宙は静止フォトンγと等しくその質量Ｍもゼロと等しくなる。) 

<1> 

今、全宇宙の総質量をＭ[kg]とするとき、 

その総エネルギーＥ[J]は次式で表わされる。 

Ｅ＝Ｍｃ２ 

ｃ[m/s]：光の速度 

 

今、これと等量のエネルギーＥを持つ光子γ１個の円運動を考える。 

この１つの光子γの円運動はその半径をｒ[m]とすると、 

その軌跡は、 

Ｚ＝ｒｅｉωｔ＝ｒ（cosωｔ+ｉsinωｔ） 

で表わされる。 

 

この円運動は実軸方向の波Ｘ＝ｒcosωｔ 

 と  虚軸方向の波Ｙ＝ｒsinωｔ 

の合成波であるから、その波長λは 

λ＝４ｒ[m]となる。 

 

また、λ＝ｃＴ＝ｃ／ν 

Ｔ[s]周期：ν[Hz]周波数より 

その円周速度ｖ[m/s]＝ｒω＝２πｒνとなる。 
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<2> 

ここで、Ｅ＝Ｍｃ２＝ｈν 

ｈ：プランク定数 

より、 
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ここで、   ν ∞
ｃ

４ν
＝   Ｍ ∞

ｈ

４Ｍｃ
＝   Ｅ ∞

ｈｃ

４Ｅ
 ＝０ 

 

つまり、円運動する１個のフォトンγの周波数が∞に近づくと、 

その質量Ｍ→∞となり 

そのエネルギーＥ→∞となり 

その１個のフォトンγの円運動の半径はｒ＝０に収束する。 

 

つまり、全宇宙の総質量 Ｍ→∞ ならば、 

全宇宙は限りなく周波数ν＝∞の 

半径ｒ＝０の１個のフォトンγの円運動と等しくなる。 

 



(全宇宙は静止フォトンγと等しくその質量Ｍもゼロと等しくなる。) 

<3> 

つまりこれは、 

全宇宙は静止フォトンγと等しくその質量Ｍもゼロと等しくなる。 

 

また、静止フォトンγはエーテルのことを示し、 

その質量はもちろんゼロである。 
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